
コロナ禍に対応できる

地域の看護職リーダー養成プログラム
新型コロナウィルス感染症をはじめとする新興感染症の現場で、医療・
看護・福祉を守る感染防御の知識と技能を持った、看護職リーダーを養成
します

※履修の条件：プログラム履修者は、通常の修士課程の講義・臨地見学実習に加え、1年次に月1回
程度の感染症対応授業、年に2回の感染予防研修を受講すること

※本プログラムの履修は、入学手続き時に申請すること

※本プログラム履修者は、入学料（282,000円）支払不要（大学より助成）

募集定員 10名
(令和4年度 4月滋賀医科大学大学院修士課程入学者)

修士課程看護学専攻
教育プログラム

・感染症対応授業の受講 10回程度（1回/月・1年次）

・感染予防研修会の参加 2回/年（大学附属病院）

研究/実践

感染防御の知識と技能を持った

看護職リーダー

地域の看護職リーダー養成プログラムは、感染症と感染予防の基礎知識を得たう
えで、臨床の現場での感染予防の実践を学ぶためのプログラムです。新型コロナ
ウィルス感染症は、社会に大きな影響を与えており、感染防御の知識と技術を持っ
た看護師の養成は、地域の医療を守るうえで極めて重要であると考えています。

お問い合わせ：滋賀医科大学入試課 ☎ 077-548-2071/FAX 077-548-9644

滋賀医科大学大学院 医学系研究科修士課程 看護学専攻

令和４年度（4月）入学

滋賀医科大学修士課程における

コロナ禍に対応できる地域の看護職リーダー養成プログラム

入学料（282,000円）支払不要


